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本  日  の  卓   話 

 １１月３０日 （水） 
｢いばらき今昔物語｣ 

    紫雲山極楽寺住職 森 専雅 氏 

 

例 会 記 録 
第２２６１回例会 １１月 １６日（水）晴       
●ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱  
●ゲスト・スピーカーご紹介 
 神崎 茂様（RI第 2660 地区ガバナー） 
●ビジターご紹介 
 田村 惇君 (ﾐﾈｱﾎﾟﾘｽ ｼﾃｲ ｵﾌﾞ ﾚｲｸｽRC) 
  ロイス・ソンステガードさん 

（ﾐﾈｱﾎﾟﾘｽ ｼﾃｲ ｵﾌﾞ ﾚｲｸｽRC） 
 
 

会 長 の 時 間      秋山 勤会長 

神崎ガバナー本日は激務の中、ようこそお越しく 
ださいました。茨木３ＲＣを代表して、心から歓迎

の意を表します。 
本年度は、100周年のお祭に沸いた昨年とは打っ 
て変り、地道に、原点に帰り、ロータリーの第２世

紀に向って、第１歩を新たに踏み出す大切な年であ

ると考えております。 
神崎ガバナーは、ステンハマー会長の方針に従い、 
地区テーマを「Service above self－101」を定める 
と共に、各ロータリークラブが積極的にRI会長賞 
に挑戦するよう指導されています。 

 

出 席 報 告 
第２２６１回例会 前々回（第２２５９回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率

 ３１ (８) 15  8 65.22 ％ 4 82.61 ％ 
(出席者数) 茨木RC21名、茨木東RC26名、茨木西RC21名 
 

 
 
又ガバナー月信等で、月間に寄せて、的確なご指導

を頂いております。このガバナーメッセージは、私

が不十分なことをいうより、よっぽど良いと、第１

例会で全員にコピーを配りお伝えしています。 
さて、私のクラブでは、財団寄付目標を 141.5ド 
ルに定め努力中であります。 
委員長さんが７月から準備を進めてくれていた

のですが、思わしくないので、改めてクラブの実情

をお知らせして、寄付をお願いしているところです。 
  同時に、財団の力を借りて、つまり、マッチング 
グラントとして、バリ島の簡易水道、送水装置へ援 
助すると共に、ジョグジャカルタの口唇口蓋裂手術、 
カンボジヤの井戸堀事業に参加しています。 
 又、財団国際親善奨学生、田代浩一君をイギリスに

送る等の恩恵に浴しております。 
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私達は、ガバナーの方針のもと、ロータリアンと 
して、日々の努力をして行きたいと思っています。 
 しかし、RI 会長賞への挑戦にはハードルの高さも
感じているのが実情です。 
神崎ガバナー、本日は私共の例会をお楽しみ頂き 
まして、卓話の折には、どうぞよろしくご指導を頂

きますようお願い致します。 
以上雑駁ではありますが、私のあいさつとさせて

頂きます。 
 
 

幹 事 報 告        松尾康弘幹事 

１、 会変更(北摂１１RCの例会変更) 
 高槻ＲＣ：12／21（水）を 12／23（金）に変更 

ｸﾘｽﾏｽ家族会のため 
  12／28（水）休会、 1／4（水）を１／5（木）
に変更 新年合同例会のため 
２、 ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 
 １）「公共イメージ」ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄのための指針    
３、 茨木市、他ＲＣよりの依頼事項 
１）市・歳末助け合い運動への協力依頼 
 ２）茨木養護学校「銀杏祭」の案内  

11／22、24、25 於：本校体育館    
 
 

委 員 会 報 告 

米山奨学委員会寄付報告 

久保義誓会員 

倉内貞敏会員 

大森慈祥会員 

朱 明義会員より頂きました。 

 本日計４０，０００円   累計９０，０００円 

 

Ｒ財団委員会寄付報告 

笠原隆之助会員 

久保義誓会員 

倉内貞敏会員  

大森慈祥会員 

朱 明義会員 

山田慶子会員より頂きました。 

本日計５８９ドル(ﾚｰﾄ 112円)  累計 ５８９ドル 

   

 

 

卓  話   

「神崎ガバナー公式訪問」 
      RI2600地区 
      2005～2006年度 神崎 茂ガバナー 
  
本日は、公式訪問として、茨木３ＲＣを訪問しまし

た。公式訪問の第１の課題は、ＲＩ会長のメッセー

ジを伝えることです。 
 国際ロータリー2005～2006 年度のカール・Ｗ・
ステンハイマー会長は、今年度のテーマを

SERVICE ABOVE SELF超我の奉仕とされました。 
そして、全世界62億人のうち10億人の人々が読み

書きや簡単な計算ができない現状を踏まえ、識字率

の向上を、また、地球上の全人口の４割に相当する

24 億人の人々が適切な水に対する設備をもたない

で生活している問題で、水問題に取組むの二つを強

調事項として上げられています。その他、方針の中

でいわれていることは、これまでロータリーの常識

となっていた事業の単年度取組みを、プロジェクト

は継続するよう、また、他の団体との協力関係の構

築や公共イメージを向上させるために、ロータリー

活動の広報に努めること、会員の増強を図ることな

どが上げられています。 

 次に、ＲＩ会長賞に全クラブが挑戦するよう提唱

されています。 

 2660地区の方針としては、ＲＩ会長の方針に従い、 

『SERVICE ABOVE SELF－101』をテーマとして、Ｒ

Ｉ会長賞を積極的に推進すること。また、クラブの

充実を図って、魅力あるクラブづくりをすること。

そのためには、一定の会員数を確保し、出席率の向

上に取組むことです。 

 そして、職業奉仕はロータリー綱領に示すとおり、

中心となる理念・哲学であるという考えから重点的

に取組みたい。以上です。 

 次に、ロータリーの４つのキーテーマについてお

話します。 

 まずはロータリーについてです。ロータリーは、

Ｐ・ハリスの４人の仲間でつくった社交クラブがス

タートです。その後、新しい仲間が加わり、世の中

の役に立つクラブにしようということで、公衆便所

の設置など社会奉仕活動が行われるようになりま

した。続いて、職業奉仕の提唱があり、クラブも16

ＲＣに増えたところで、連合会づくりが起こりまし

た。しかし、あくまで各々のクラブが主役であると

いうことです。これが国際ロータリーの基礎となり 



     
 
ました。そして、その10年後には、世界に12,000 

のＲＣが誕生しました。 

 その後、ロータリー財団が設立され、前年度の寄

付総額は145億円に達しています。 

 次に、クラブについてです。ロータリーはひとつ

のクラブとして発達しました。 

 クラブの中では、会費は同額、会員は対等の立場

で会員間の親睦を図っています。また、会員選考委

員会が機能しており、共通の目的を持つ者の集まり

になるよう入会者を選別しています。また、クラブ

内では、政治・宗教から中立であり、よけいな対立

を持ち込まない職業人の集まりです。 

 続いて奉仕です。ロータリーは常に職業奉仕を念

頭において活動しています。 

 ロータリーの創立当初、米シカゴは、経済的に大

変混乱している状況にあった。その中で、職業人の

集まりでもあるロータリークラブでは、平等、適性

価格、品質、顧客への対応、アフターサービスなど 

がキッチリ守られておれば、適正な利潤を得ること 

ができる(He profit most who serve best)という 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考えで、ロータリー活動がスタートした。 

経済学者であるＰ．ドラッガーは、事業の目的は、 

利益を追及することではなく、継続して顧客をつく

りだすことであるといったが、ロータリーの活動も

事業を継続していくことにあると考えています。 

(記録／野田) 

 

ニ コ ニ コ 箱 

※ホームクラブ皆出席          倉内 
※神崎ガバナー訪問のよろこびに     久保 
※(笠原会員へ)パーゴルフという雑誌に東広野Ｇ・
Ｇｱｳﾄのｼｮｰﾄﾎｰﾙが日本一攻めがいのあるﾎｰﾙとの

っていました             倉内 
※神崎ガバナーの公式訪問有難うございます 中西 
※多くの仲間に久しぶりに会いました    田中 
※写真(いつの日のもの？)ありがとう    田中 
※ガバナー公式訪問を記念して       山田 
※写真を頂いて       橋本(秀)、大森、久保 
※パキスタン地震義援金 ￥２０，０００ 
  

本日計 ３７，８００円   
累  計９９８，０４６円 

  

次 回 卓 話 

「クラブ創立記念日」 

              秋山 勤 会長 

 


